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私たちの村
－７月１日現在－
人口 1,151 人

男 547 人 女 604 人
世帯数 653 世帯

2022年7月28日

　４月25日、旧満島ホテル跡地に平岡駅前活性化複合施設が竣工しま
した。
　１階にはミニスーパー「満島屋」が４月27日にオープンし、２階の
村営住宅「コーポあさぎり」とあわせた複合施設となります。
　オープンセールが行われた、「満島屋」には大勢のお客様にご来店
いただきました。その後、開店から３カ月が経過しましたが、来店客
数は順調に推移しており、引き続きみなさんのご利用をお待ちしてい
ます。
　７月からは平岡商店街までのデマンドバス「やまびこデリ号」の運行がはじまり、村内各地からの送迎
も行われています。予約が必要ですが、どなたでも乗車することができます。詳しくは地域振興課（☎32
－1023）までお問い合わせください。
　村営住宅「コーポあさぎり」については建設課（☎32－1022）までお問い合わせください。

　６月８日㈬、総合体育施設建設工事の地鎮祭及び安全祈願祭が請負業者の神稲建設株式会社の主催によ
り挙行されました。
　式典には村長はじめ、村議会議長、近隣地区の区長さんなどが参列し、宮司による神事や発注者である
永嶺村長のあいさつなどが行われ、工事の安全を祈願しました。
　当施設は、昼間は小（中）学校の体育館として、また夜間及び土日祝日は村民のみなさんが利用できる
社会体育施設の他、有事の際には防災拠点施設となりえる機能（太陽光発電施設、非常用電源、非常用給
水タンク、フリーWi-Fi、災害用照明（グラウンド用）、備蓄用倉庫）を完備します。
　現在、本格的に工事が始まっており、住民のみなさんには工事車両の通行や工事の騒音など、ご迷惑を
おかけしますがご協力をお願いします。

永嶺村長による発注者あいさつ

アリーナイメージ鍬入れの神事

構　造：鉄筋コンクリート２階建て
面　積：１階：1,153.49㎡　２階：194.32㎡　合計：1,347.81㎡
◉１階部分（アリーナ）
　バスケットボールコート２面、バレーボールコート２面、バドミントンコート３面、テニスコート１面、フットサルコート１面
◉１階部分（アリーナ以外）
　玄関、ロビー、トイレ、更衣室、器具庫、ステージ、備蓄倉庫他
◉２階部分
　会議・学習室１室、多目的ホール、倉庫
　施工業者：神稲建設株式会社、設計監理：㈱鈴木建築設計事務所
　契約金額：636,900,000円、工期：令和４年５月９日～令和５年２月28日

総合体育施設の概要

天龍村総合体育施設建設工事始まる
外
観
イ
メ
ー
ジ

満島屋オープン満島屋オープン

やまびこデリ出発やまびこデリ出発

満島屋のにぎわい満島屋のにぎわい

コーポあさぎり 外観コーポあさぎり 外観

コーポあさぎり（住宅）内装コーポあさぎり（住宅）内装

みなさんの
ご乗車お待ち
してます!

ぜひ、
お越し

ください!



報
　
　
　告

○
大
平
正
長
議
員

一
、
長
野
県
企
業
局
の
新
規
電

源
開
発
地
点
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
天
龍
村
で
の
発

掘
調
査
の
要
請
等
に
つ
い
て

二
、
西
原
公
営
住
宅
の
建
て
替

え
に
つ
い
て

三
、
村
営
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

四
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難

民
受
け
入
れ
に
関
す
る
村
の

対
応
に
つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
、
村
道
、
林
道
等
の
交
通
管

理
に
つ
い
て

二
、
本
年
度
、
村
で
計
画
さ
れ

て
い
る
移
住
・
定
住
推
進
事

業
に
つ
い
て

三
、
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診

療
所
の
診
療
体
制
の
変
更
に

つ
い
て

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６

日
㈪
に
開
会
し
、
14
日
㈫
ま
で

の
９
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
健
康
保
険
法
施
行

令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
医
療

分
課
税
限
度
額
が
65
万
円
に
、

後
期
高
齢
支
援
分
課
税
限
度
額

が
20
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
ら
れ
る
改
正
を
行
っ
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
未
就
学
児
を
対

象
に
均
等
割
額
の
軽
減
を
行
う

よ
う
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
４
年
７
月
１

日
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
平
岡

商
店
街
へ
の
送
迎
を
主
な
目
的

と
し
た
村
営
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド

運
行
に
つ
い
て
、
そ
の
運
行
範

囲
や
運
行
日
時
、
料
金
な
ど
の

告
し
た
も
の
で
す
。

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）（
専

決
第
４
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）（
専
決
第
５
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）（
専
決
第
６
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）（
専
決
第
７
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）（
専
決
第
８
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
） （
専
決

第
９
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）（
専
決

第
10
号
）

必
要
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
美
術
品
等
取
得
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
今
後
整
備
を
進
め

る「
な
ん
で
も
館
常
設
展
示
室
」

に
つ
い
て
、
現
在
所
蔵
す
る
美

術
品
な
ど
は
、
質
・
量
と
も
に

十
分
で
は
な
い
た
め
、
作
品
購

入
基
金
を
設
け
、
必
要
な
美
術

作
品
な
ど
を
購
入
し
、
内
容
の

充
実
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
、３
月
28
日
付
、な
ん

で
も
館
常
設
展
示
室
整
備
事
業

専
門
委
員
会
よ
り
の
答
申
を
受

け
、
地
方
自
治
法
第
２
４
１
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
新
た
に
基

金
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

○
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

○
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
第
１
回
臨
時
会
は
、
５
月
９

日
㈪
に
開
催
し
、
左
記
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
専
決
第
２
号
）

　
内
容
は
、
省
エ
ネ
改
修
を

行
っ
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
の

特
例
を
拡
充
や
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
の
延
長
、
見
直

し
を
伴
う
個
人
住
民
税
な
ど
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
村
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
専

決
第
３
号
）

　
内
容
は
、
村
営
バ
ス
神
原
線

に
荷
物
も
運
搬
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
国
か
ら
許
可
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
少
量
の
荷

物
運
賃
な
ど
の
規
定
を
追
加
す

る
条
文
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

○「
令
和
３
年
度（
３
災
）公
共

土
木
施
設
災
害
道
路
復
旧
工

事
　
村
道
向
方
線
天
龍
村
沢

の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
４
年
度
へ
繰

り
越
す
事
業
や
予
算
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
無
線
環
境
整
備
推

進
事
業
に
お
い
て
、
事
業
完
了

後
の
負
担
金
請
求
が
年
度
を
跨

い
で
し
ま
う
見
込
み
の
た
め

〇
令
和
２
年
林
業
施
設
災
害
復

旧
事
業

　
林
道
虫
川
新
野
峠
線
の
大
沢

山
地
籍
に
お
い
て
、
唯
一
の
資

機
材
搬
入
路
で
災
害
が
発
生
し

た
た
め
通
行
が
出
来
な
く
な
っ

た
た
め

○
令
和
２
年
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
事
業

　
村
道
天
龍
左
岸
線
の
コ
イ
ザ

ワ
地
籍
に
お
い
て
、
J
R
飯
田

線
に
関
す
る
近
接
協
議
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
J
R
東

海
本
社
と
の
協
議
日
程
調
整
が

難
航
し
、
工
事
発
注
ま
で
に
当

初
見
込
ん
で
い
な
い
不
測
の
日

数
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
年
度
内
の
事
業
完
了
に
は

至
ら
ず
令
和
４
年
度
へ
繰
り
越

す
予
算
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
に
報

（３）広 報　天　　龍 2022年７月28日 広 報　天　　龍（２）2022年７月28日

承
認
さ
れ
た
案
件

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❶
回

地
下
」の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
契
約
内
容
は
、
災
害
復
旧
工

事
を
行
う
も
の
で
、
契
約
金
額

は
１
億
１
，
０
０
０
万
円
、
契

約
の
相
手
方
は
㈲
や
ま
に
重

機
、
工
期
は
令
和
５
年
３
月
16

日
と
な
り
ま
す
。

○「
令
和
４
年
度
天
龍
村
総
合

体
育
施
設
建
設
工
事
　
天
龍

村
　

平
岡
　

天
龍
小
学
校
敷
地

内
」
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
契
約
内
容
は
、
総
合
体
育
施

設
の
建
設
工
事
を
行
う
も
の

で
、
契
約
金
額
は
６
億
３
，
６

９
０
万
円
、
契
約
の
相
手
方
は

神
稲
建
設
㈱
、
工
期
は
令
和
５

年
２
月
28
日
と
な
り
ま
す
。

○
天
龍
村
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
年
金
制
度
の
機
能

強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
な

ど
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
、
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
も
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
天
龍
村
に
お

い
て
も
条
文
の
整
備
を
し
た
も

の
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

予
　
　
　算

報
　
　
　告

予
　
　
　算

一
　般
　質
　問

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❷
回

令和３年度　補　正　予　算

令和４年度　補　正　予　算
補正前の額
26億2,900万円
1億1,856万円
5,566万円

計
26億4,954万円
1億756万円
5,710万円

補正額
2,054万円
△1,100万円
144万円

会    計    名
一　　　　　　　般（第１号）
村　　　　　営　　　　　水　　　　　道（第１号）
国民健康保険診療所（第１号）

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

初日の生け花

最終日の生け花

挨拶をする永嶺村長

補正前の額
28億3,608万円
1億5,830万円
8,459万円
5,753万円

3億1,997万円
3,043万円
7,264万円

計
30億4,409万円
1億4,590万円
8,401万円
5,723万円
3億807万円
2,943万円
7,018万円

補正額
2億801万円
△1,240万円
△58万円
△30万円

△1,190万円
△100万円
△246万円

会    計    名
一　　　　　　　般（第９号）専決
国　　　民　　　健　　　康　　　保　　　険（第３号）専決
村　　　　　営　　　　　水　　　　　道（第５号）専決
村　　営　　下　　水　　道　　事　　業（第５号）専決
介　　　　　護　　　　　保　　　　　険（第４号）専決
後期高齢者医療保険（第１号）専決
国民健康保険診療所（第６号）専決

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
行
政
交
流
会
が
６
月
17
日

㈮
に
下
伊
那
南
部
建
設
事
務
所
８
名
と
、
村
議
会
議
員

８
名
及
び
村
長
ほ
か
村
職
員
８
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

現
場
視
察
で
は
、
国
道
４
１
８
号
の
天
竜
川
橋
、
福

島
ト
ン
ネ
ル
、
足
瀬
災
害
復
旧
、
芝
沢
川
の
ブ
ロ
ッ
ク

え
ん
堤
、（
主
）
飯
田
富
山
佐
久
間
線
の
松
崎
改
良
に

つ
い
て
、
下
伊
那
南
部
建
設
事
務
所
の
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
会
場
を
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移

し
て
行
わ
れ
た
県
事
業

の
説
明
会
で
は
、
今
後

の
予
定
な
ど
の
説
明
を

受
け
る
中
で
、
早
期
の

改
良
に
向
け
た
活
発
な

意
見
交
換
と
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

◀
福
島
ト
ン
ネ
ル
福
島
側

　坑
口

▲天竜川橋 ▲（主）飯田富山佐久間線　松崎改良

下
伊
那
南
部
建
設
事
務
所
と
の
行
政
交
流
会

～ 期日前投票は７月22日～８月６日まで【場所】老人福祉センター１階 ～ ～ 投票に行こう!  長野県知事選挙８月７日㈰ ～



報
　
　
　告

○
大
平
正
長
議
員

一
、
長
野
県
企
業
局
の
新
規
電

源
開
発
地
点
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
天
龍
村
で
の
発

掘
調
査
の
要
請
等
に
つ
い
て

二
、
西
原
公
営
住
宅
の
建
て
替

え
に
つ
い
て

三
、
村
営
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

四
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難

民
受
け
入
れ
に
関
す
る
村
の

対
応
に
つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
、
村
道
、
林
道
等
の
交
通
管

理
に
つ
い
て

二
、
本
年
度
、
村
で
計
画
さ
れ

て
い
る
移
住
・
定
住
推
進
事

業
に
つ
い
て

三
、
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診

療
所
の
診
療
体
制
の
変
更
に

つ
い
て

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６

日
㈪
に
開
会
し
、
14
日
㈫
ま
で

の
９
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
健
康
保
険
法
施
行

令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
医
療

分
課
税
限
度
額
が
65
万
円
に
、

後
期
高
齢
支
援
分
課
税
限
度
額

が
20
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
ら
れ
る
改
正
を
行
っ
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
未
就
学
児
を
対

象
に
均
等
割
額
の
軽
減
を
行
う

よ
う
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
４
年
７
月
１

日
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
平
岡

商
店
街
へ
の
送
迎
を
主
な
目
的

と
し
た
村
営
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド

運
行
に
つ
い
て
、
そ
の
運
行
範

囲
や
運
行
日
時
、
料
金
な
ど
の

告
し
た
も
の
で
す
。

○
令
和
３
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）（
専

決
第
４
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）（
専
決
第
５
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）（
専
決
第
６
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）（
専
決
第
７
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）（
専
決
第
８
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
） （
専
決

第
９
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）（
専
決

第
10
号
）

必
要
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
美
術
品
等
取
得
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
今
後
整
備
を
進
め

る「
な
ん
で
も
館
常
設
展
示
室
」

に
つ
い
て
、
現
在
所
蔵
す
る
美

術
品
な
ど
は
、
質
・
量
と
も
に

十
分
で
は
な
い
た
め
、
作
品
購

入
基
金
を
設
け
、
必
要
な
美
術

作
品
な
ど
を
購
入
し
、
内
容
の

充
実
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
、３
月
28
日
付
、な
ん

で
も
館
常
設
展
示
室
整
備
事
業

専
門
委
員
会
よ
り
の
答
申
を
受

け
、
地
方
自
治
法
第
２
４
１
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
新
た
に
基

金
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

○
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

○
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
第
１
回
臨
時
会
は
、
５
月
９

日
㈪
に
開
催
し
、
左
記
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
専
決
第
２
号
）

　
内
容
は
、
省
エ
ネ
改
修
を

行
っ
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
の

特
例
を
拡
充
や
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
の
延
長
、
見
直

し
を
伴
う
個
人
住
民
税
な
ど
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
村
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
専

決
第
３
号
）

　
内
容
は
、
村
営
バ
ス
神
原
線

に
荷
物
も
運
搬
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
国
か
ら
許
可
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
少
量
の
荷

物
運
賃
な
ど
の
規
定
を
追
加
す

る
条
文
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

○「
令
和
３
年
度（
３
災
）公
共

土
木
施
設
災
害
道
路
復
旧
工

事
　
村
道
向
方
線
天
龍
村
沢

の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
４
年
度
へ
繰

り
越
す
事
業
や
予
算
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
無
線
環
境
整
備
推

進
事
業
に
お
い
て
、
事
業
完
了

後
の
負
担
金
請
求
が
年
度
を
跨

い
で
し
ま
う
見
込
み
の
た
め

〇
令
和
２
年
林
業
施
設
災
害
復

旧
事
業

　
林
道
虫
川
新
野
峠
線
の
大
沢

山
地
籍
に
お
い
て
、
唯
一
の
資

機
材
搬
入
路
で
災
害
が
発
生
し

た
た
め
通
行
が
出
来
な
く
な
っ

た
た
め

○
令
和
２
年
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
事
業

　
村
道
天
龍
左
岸
線
の
コ
イ
ザ

ワ
地
籍
に
お
い
て
、
J
R
飯
田

線
に
関
す
る
近
接
協
議
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
J
R
東

海
本
社
と
の
協
議
日
程
調
整
が

難
航
し
、
工
事
発
注
ま
で
に
当

初
見
込
ん
で
い
な
い
不
測
の
日

数
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
年
度
内
の
事
業
完
了
に
は

至
ら
ず
令
和
４
年
度
へ
繰
り
越

す
予
算
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
に
報

（３）広 報　天　　龍 2022年７月28日 広 報　天　　龍（２）2022年７月28日

承
認
さ
れ
た
案
件

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❶
回

地
下
」の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
契
約
内
容
は
、
災
害
復
旧
工

事
を
行
う
も
の
で
、
契
約
金
額

は
１
億
１
，
０
０
０
万
円
、
契

約
の
相
手
方
は
㈲
や
ま
に
重

機
、
工
期
は
令
和
５
年
３
月
16

日
と
な
り
ま
す
。

○「
令
和
４
年
度
天
龍
村
総
合

体
育
施
設
建
設
工
事
　
天
龍

村
　

平
岡
　

天
龍
小
学
校
敷
地

内
」
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
契
約
内
容
は
、
総
合
体
育
施

設
の
建
設
工
事
を
行
う
も
の

で
、
契
約
金
額
は
６
億
３
，
６

９
０
万
円
、
契
約
の
相
手
方
は

神
稲
建
設
㈱
、
工
期
は
令
和
５

年
２
月
28
日
と
な
り
ま
す
。

○
天
龍
村
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
年
金
制
度
の
機
能

強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
な

ど
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
、
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
も
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
天
龍
村
に
お

い
て
も
条
文
の
整
備
を
し
た
も

の
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

予
　
　
　算

報
　
　
　告

予
　
　
　算

一
　般
　質
　問

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❷
回

令和３年度　補　正　予　算

令和４年度　補　正　予　算
補正前の額
26億2,900万円
1億1,856万円
5,566万円

計
26億4,954万円
1億756万円
5,710万円

補正額
2,054万円
△1,100万円
144万円

会    計    名
一　　　　　　　般（第１号）
村　　　　　営　　　　　水　　　　　道（第１号）
国民健康保険診療所（第１号）

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

初日の生け花

最終日の生け花

挨拶をする永嶺村長

補正前の額
28億3,608万円
1億5,830万円
8,459万円
5,753万円

3億1,997万円
3,043万円
7,264万円

計
30億4,409万円
1億4,590万円
8,401万円
5,723万円
3億807万円
2,943万円
7,018万円

補正額
2億801万円
△1,240万円
△58万円
△30万円

△1,190万円
△100万円
△246万円

会    計    名
一　　　　　　　般（第９号）専決
国　　　民　　　健　　　康　　　保　　　険（第３号）専決
村　　　　　営　　　　　水　　　　　道（第５号）専決
村　　営　　下　　水　　道　　事　　業（第５号）専決
介　　　　　護　　　　　保　　　　　険（第４号）専決
後期高齢者医療保険（第１号）専決
国民健康保険診療所（第６号）専決

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
行
政
交
流
会
が
６
月
17
日

㈮
に
下
伊
那
南
部
建
設
事
務
所
８
名
と
、
村
議
会
議
員

８
名
及
び
村
長
ほ
か
村
職
員
８
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

現
場
視
察
で
は
、
国
道
４
１
８
号
の
天
竜
川
橋
、
福

島
ト
ン
ネ
ル
、
足
瀬
災
害
復
旧
、
芝
沢
川
の
ブ
ロ
ッ
ク

え
ん
堤
、（
主
）
飯
田
富
山
佐
久
間
線
の
松
崎
改
良
に

つ
い
て
、
下
伊
那
南
部
建
設
事
務
所
の
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
会
場
を
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移

し
て
行
わ
れ
た
県
事
業

の
説
明
会
で
は
、
今
後

の
予
定
な
ど
の
説
明
を

受
け
る
中
で
、
早
期
の

改
良
に
向
け
た
活
発
な

意
見
交
換
と
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

◀
福
島
ト
ン
ネ
ル
福
島
側

　坑
口

▲天竜川橋 ▲（主）飯田富山佐久間線　松崎改良

下
伊
那
南
部
建
設
事
務
所
と
の
行
政
交
流
会

～ 期日前投票は７月22日～８月６日まで【場所】老人福祉センター１階 ～ ～ 投票に行こう!  長野県知事選挙８月７日㈰ ～



　６月１日㈬に、全議員が参加した村議会による村内視察が
行われ、村職員から令和３年度に整備された箇所や今年度に
計画されている事業を中心とした説明を受けました。

（11）広 報　天　　龍 2022年７月28日 広 報　天　　龍（４）2022年７月28日

　
４
月
23
日
㈯
に
第
21
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
21
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
次
回
は
11
月
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
セ
ン参加者全員で記念撮影

第
21
回
パ
タ
ー

　ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
は
11
月
末
ま
で
、
定
休
日
を

除
き
休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ー
代
…
大
人
５
０
０
円

小
人
２
０
０
円
（
中
学
生
以

下
）

●
営
業
期
間
：
４
月
１
日
㈮
か

ら
11
月
30
日
㈬

●
定
休
日
：
毎
週
火
曜
日
　

●
予
約
・
お
問
合
せ
先
…
地
域

振
興
課
商
工
観
光
係
（
電
話

32
―
１
０
２
３
）

議
会
の
村
内
視
察

明ケ島 治山明ケ島 治山満島屋下満島屋下

大河内地区 膜ろ過設備大河内地区 膜ろ過設備 長野大井戸線長野大井戸線

区　分

あ け び

栗

か り ん

茶

小 梅

中 梅

ゆ ず

ビバパプリコット

て い ざ な す

雑 穀

育 苗

水 稲

そ の 他 野 菜

計

令和２年度

36

0

0

56

1

1

128

5

24

0

0

147

132

530

令和３年度

36

0

0

56

1

1

128

5

24

0

0

147

132

530

増　減

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

区　　分

〈収　入〉

一般受託収入

生産品販売収入

農作業受託収入

商 品 売 上

計

〈費　用〉

人 件 費

（率）

経 費

（率）

計

営 業 利 益

営 業 外 収 入

村 補 助 金

計

支払利息、雑損失等

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

法 人 税 等

当 期 利 益

累 計 利 益

令和２年度

決　算

129

315

108

1

553

1,105

68.9 

858

31.1 

1,963

△ 1,410

46

1,402

1,448

0

38

0

0

12

26

168

令和３年度

決　算

60

432

47

15

554

1,397

62.3 

846

37.7 

2,243

△ 1,689

39

1,655

1,694

0

5

0

0

9

△ 4

164

差引増減

△ 69

117

△ 61

14

1

292

△ 12

280

△ 279

△ 7

253

246

0

△ 33

0

0

△ 3

△ 30

△ 4

○収支報告 （単位：万円）

（単位：人）○役職員数の状況
区　分

取 締 役

社 員

（臨時労務員 参考）

計

令和２年度

1

2

(31)

3

令和３年度

2

5

(31)

7

増　減

1

3

0

4
※社員数は社長を除く。また臨時労務員は参考。

○事業報告
１.利用契約農地（耕地面積） （単位：ａ）

区　分

田

畑

計

令和２年度

188

479

667

令和３年度

239

402

641

増　減

51

△ 77

△ 26

（単位：ａ）２.遊休利用農業経営面積

令和３年度は、一般受託及び農作業受託が共に減少しましたが生産
品販売では、ていざなす・柚子・米の販売量増加により、135％程増
額しました。しかし、村の運営補助金が無くしては、依然と運営が苦
しい状況であります。
　令和４年度は、受託収入の増加を目指すと共に、生産品販売の更
なる増加のため、計画的な耕作管理をし、天龍農林業公社の原点の、
遊休荒廃農地の防止をし、村民のみなさんから信頼される、必要とさ
れる天龍農林業公社を目指し取り組んでまいります。

　
浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
保
守
点

検
や
清
掃
の
他
、
法
定
検
査
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関

が
毎
年
１
回
第
三
者
の
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
検
査
結
果

を
県
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検

査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

　
放
置
し
て
お
く
と
県
か
ら
指

導
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
守
点
検
業
者
や
清

掃
業
者
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
社
団
法
人
　
長
野
県
浄

化
槽
協
会
南
信
支
所

☎
０
２
６
５（
72
）５
７
４
０

　
浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平
岡
地
区

外
）
内
の
浄
化
槽
管
理
者
の
方

に
対
し
、
村
で
は
法
定
検
査
受

検
実
施
に
お
け
る
補
助
を
行
い

ま
す
。

　
補
助
金
額
は
浄
化
槽
１
基

あ
た
り
、
５
，
０
０
０
円
で

す
。
役
場
及
び
南
支
所
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
、
申
請
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
受

検
の
際
の
領
収
書
を
添
付
し
、

建
設
課
環
境
水
道
係
（
32
）

1
0
2
2
ま
で
申
請
く
だ
さ
い
。

▼
浄
化
槽
法
定
検
査
料

　
５
，
０
０
０
円
〜

※
浄
化
槽
人
槽
に
よ
り
金
額
は

異
な
り
ま
す

▼
浄
化
槽
法
定
検
査
料
補
助
金

額
　
５
，
０
０
０
円

浄
化
槽
の

法
定
検
査
を

受
検
し
ま
し
ょ
う

浄
化
槽

法
定
点
検
の
一
部

を
助
成
し
ま
す

㈲天龍農林業公社  令和3年度の経営状況を公表します

緑の募金
どんぐりくん

みなさんのご協力により天龍村全体で88,141円
が集まりました。
この募金は地域の緑化やみどりの少年団活動へ
の補助、森林づくりに還元されます。
（募金は６月10日付けで、飯伊地区緑の募金委員
会に送金しました。）

緑の募金にご協力
ありがとうございました



（５）広 報　天　　龍 2022年７月28日 広 報　天　　龍（10）2022年７月28日

令和3年度 「ふるさと寄附金」運用状況

利息分※

①福祉に関
する事業

②子育て支
援、学校
教育に関
する事業

③自然環境、
農林業の
振興に関
する事業

④観光に関
する事業

⑤文化･生涯
学 習 ･ ス
ポーツに関
する事業

⑥その他に
関する事
業

使途コース別の寄付金額

寄附金
総　額

基
　
　
　
金

前年度末基金総額

再　　掲 活 用 さ せ て い た だ い た 寄 附 金

令和３年度
寄　附　金

17,360,500 1,904,000 2,790,000 4,966,000 759,000 630,000 6,311,500

53,035,000 13,249 5,953,001 12,263,000 11,837,000 3,444,500 2,038,500 17,485,750

17,360,500 1,904,000 2,790,000 4,966,000 759,000 630,000 6,311,500

1,500 1,500

4,294,000 720,000 1,074,000 0 1,000,000 0 1,500,000

66,103,000 14,749 7,137,001 13,979,000 16,803,000 3,203,500 2,668,500 22,297,250

4,294,000

寄附金積立金

運用利息積立金

取り崩し金 額

差し引き残額

※一般財源による加算分も含みます。

令和４年５月31日現在

　令和３年度の寄附金総額は1,736万500円、寄附者総数1,135名でした。使途運用状況は下記のとおりです。
　寄附者の方々のご厚意にお応えできるよう基金に積み立て保管しています。基金から得た利息につきま
しても積み立てをし、年度末基金総額は6,610万３,000円となっています。
　本年度は、小学校・中学校への入学祝金事業、小中学校給食費の補助事業、インフルエンザ予防接種
補助事業、ICTタブレット使用料の財源、和知野川キャンプ場整備事業の財源、奨学金基金（龍蛇山澤基金）
に、みなさんからいただいたふるさと寄附金429万４,000円を、その財源として活用させていただきました。

（単位：円）

　
２
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
が
見

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
「
東
京
天
龍
会

の
つ
ど
い
」
が
、
６
月
５
日
㈰
に
東

京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
天
龍
会
の
会
員
数
は
60
名
あ

ま
り
で
、
当
日
は
16
名
の
み
な
さ
ん

が
参
加
さ
れ
、
村
か
ら
出
席
し
た
永

嶺
村
長
を
は
じ
め
、
村
澤
教
育
長
、

熊
谷
議
長
、
兼
宗
議
員
、
福
士
商
工

会
長
、
金
田
民
生
児
童
委
員
会
長
、

大
平
総
務
課
長
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
村
長
か
ら
は
、
人
口
減
少
な
ど
に

よ
る
村
の
喫
緊
の
課
題
や
取
組
な
ど

の
近
況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
東
京
天
龍
会
は
、
昭
和
50
年
に
発

足
し
、
以
来
半
世
紀
近
い
歴
史
を
数

え
る
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
般
の

ご
事
情
で
今
回
を
も
っ
て
解
散
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
先
人
の
み
な
さ
ん
が
築
き
上
げ
て

こ
ら
れ
た
会
員
相
互
の
つ
な
が
り
や

連
帯
を
確
か
め
合
う
機
会
が
失
わ
れ

て
し
ま
う
こ
と
は
寂
し
い
限
り
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
東
京
天
龍

会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
会
員
の
み
な

さ
ん
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
ご
厚

意
に
対
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
が
育
っ
た
ふ
る
さ
と
天

龍
村
は
、
自
治
体
と
し
て
の
規
模
は

小
さ
い
で
す
が
、
長
野
県
に
お
い
て

一
隅
を
照
ら
す
存
在
と
し
て
い
つ
ま

で
も
輝
き
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
京
天
龍
会
は
解
散
い
た
し
ま
し

て
も
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の
今
後
引

き
続
き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
東
京
天
龍
会
の
み
な
さ
ん

か
ら
当
村
に
対
し
て
ご
寄
附
を
賜
り

ま
し
た
の
で
、
村
振
興
の
た
め
、
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
ま
す
。

　
改
め
て
東
京
天
龍
会
の
み
な
さ
ん

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
46
回 

東
京
天
龍
会
の
つ
ど
い

第
46
回 

東
京
天
龍
会
の
つ
ど
い

※村補助金について ～村民のみなさんへのお願い～
　令和３年度、村では龍泉閣に対して1,600万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和３年度は当期純利益が△375万円となっており、実際には（村からの1,600万円
の補助金を除くと）損失が1,975万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。こうした状況のなか、龍泉閣の経営を維持していくため
には、1,000万円以上の補助が必要であり、加えて累積損失（令和３年度末現在で2,175万円）の早期解消のためには、更なる補助や経営改善が
必要と考えます。
　村にとって、多額の補助金を出すことは大変なことですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみならず、就労や農産加工品販
売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設であり、村としてはやむを得ない支出と考えています。
　村民のみなさんにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、今後も龍泉閣を積極的
にご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

　令和３年度は、新型コロナウイルスの影響などもありましたが、売上を伸ばし昨年度
と比べ610万円増の4,518万円の売上収入となりました。売上原価や費用などを差し引いて、
村からの補助金などを加えた最終的な当期純利益は△375万円となっております。経費に
ついても引き続き無駄を省き、更なる削減に努めてまいりますので、今後とも積極的に
龍泉閣をご利用いただけるようお願いします。

㈲龍泉閣 令和３年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

○入浴利用者 （単位：人）

○施設利用者 （単位：人）

（単位：人）○役職員数の状況

○施設利用状況 （単位：人）
区　分

宿 泊 者
宴 会 利 用 者
レストラン利用者
ラウンジ利用者（組）

計

令和２年度
2,155
185
6,149
731
9,220

令和３年度
2,327
241
8,824
732

12,124

増　減
172
56

2,675
1

2,904

区　分
一 般 利 用 者
村 民 保 養 券

計

令和２年度
6,456
2,818
9,274

令和３年度
7,301
3,453
10,754

増　減
845
635
1,480

区　分
取 締 役
社 員

計

令和２年度
6
13
19

令和３年度
7
17
24

増　減
1
4
5

合　　　計
令和２年度

18,494
令和３年度

22,878
増　減

4,384

区　　分

〈収　入〉
宿泊温泉売上
飲食宴会売上
売 店 売 上
そ の 他

計
売 上 原 価
売 上 総 利 益
〈費　用〉

人 件 費
そ の 他 経 費

計
営 業 利 益
営 業 外 収 入
※村 補 助 金

計
営 業 外 費 用
経 常 利 益
法人税、事業税
当 期 純 利 益
累 計 利 益

令和２年度
決　算

1,894
1,161
655
198
3,908
1,380
2,528

3,211
1,945
5,156

△ 2,628
1,110
1,300
2,410
0

△ 218
18

△ 236
△ 1,800

令和３年度
決　算

2,032
1,604
685
198
4,518
1,568
2,950

3,437
1,943
5,380

△ 2,430
474
1,600
2,074
0

△ 356
18

△ 375
△ 2,175

差引増減

138
443
30
0
610
188
422

226
△ 2
224
198

△ 636
300

△ 336
0

△ 138
0

△ 139
△ 375

５
月
26
日
㈭
、
天
龍
み
ど
り
の
少

年
団
の
子
供
た
ち
が
田
植
え
を
し
ま

し
た
。
　

当
日
は
農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
指
導
の
も

と
、
無
事
に
田
植
え
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
の
み
な
さ
ん
に
水
田

管
理
な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

美
味
し
い
お
米
を
育
て
ま
す
。

今
回
植
え
た
「
風
さ
や
か
」
と
「
も

り
も
り
も
ち
」
は
、
12
月
の
お
や
す
・

し
め
な
わ
・
も
ち
つ
き
大
会
で
美
味

し
く
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
が
田
植
え
を
し
ま
し
た
!!

▶
み
ど
り
の
少
年
団

　田
植
え
の
様
子

☆会場：龍泉閣前（村営駐車場）
☆ 夜店、じゃんけん大会（村長に勝つと景品プレゼント）
　ジャズ演奏、盆踊り、花火大会など

8月15日㈪ 午後5時30分～ 
ふるさと夏まつり

※みなさんが楽しめる安心・安全な環境を確保す
るため新型コロナウイルス感染症対策として、
基本的には村内向けイベントとして村外への周
知を行わないこととします。また、会場入り口
で検温・手指消毒の実施と６歳以上の方はワク
チン接種証明書もしくは抗原検査キットによる
検査結果の提示（写真でも可）をお願いします。
※接種証明・抗原検査結果が確認できない場合は、
会場入り口で抗原検査を行っていただきます。
なお、抗原検査キットは役場総務課及び南支
所で無償配布していますので、夏まつりにご来
場の際は、事前に検査をしていただきますよう
ご協力をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症拡大の状況によって
は、イベントの中止をさせていただく場合があ
ります。



（９）広 報　天　　龍 2022年７月28日 広 報　天　　龍（６）2022年７月28日

　
４
月
20
日
㈬
に
、
令
和
４
年
度

第
１
回
目
と
な
る
天
龍
村
総
合
教

育
会
議
を
、
な
ん
で
も
館
で
開
催

し
、
令
和
３
年
４
月
に
制
定
し
ま

し
た
「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
の
一

部
見
直
し
に
関
す
る
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
見
直
し
を
行
っ
た
内
容
は
、
４

月
１
日
か
ら
、
村
長
部
局
に
あ
る

保
育
所
を
、
教
育
委
員
会
事
務
部

局
へ
移
管
し
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
大

切
に
さ
れ
、
保
護
者
の
方
が
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
切
れ
目
の

な
い
子
育
て
環
境
の
構
築
を
目
指

す
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
内

容
を
教
育
大
綱
内
へ
加
え
ま
し
た
。

　「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
病
原
体
が
人
間
に
感
染
す
る

こ
と
で
、
発
熱
・
嘔
吐
・
腹
痛
・

下
痢
・
下
血
な
ど
の
症
状
を
引

き
起
こ
し
、
重
症
化
し
死
亡
す

る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　
ダ
ニ
媒
介
感
染
症
に
か
か
ら

な
い
た
め
に
は
、
ダ
ニ
類
に
咬

ま
れ
な
い
よ
う
に
身
を
守
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

①
野
山
や
草
む
ら
に
入
る
場
合

は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長

靴
を
着
用
し
、
帽
子
・
手
袋
・

首
巻
き
タ
オ
ル
な
ど
で
肌
の

露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
ま
た
、
身
体
に

付
い
た
ダ
ニ
を
見
つ
け
や
す

い
よ
う
明
る
い
色
の
服
を
お

勧
め
し
ま
す
。

②
着
衣
の
上
か
ら
虫
よ
け
剤
を

用
い
る
こ
と
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。

③
帰
宅
後
、
上
着
な
ど
の
表
面

に
ダ
ニ
が
い
な
い
か
を
確
認

し
、
で
き
れ
ば
シ
ャ
ワ
ー
を

　
ダ
ニ
類
は
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
、
民
家
の
裏
山
や
庭
、
畑

や
草
む
ら
な
ど
に
生
息
し
て
い

ま
す
。
天
龍
村
の
よ
う
に
、
野

生
動
物
が
出
没
す
る
環
境
に
は

特
に
マ
ダ
ニ
が
多
い
と
い
わ
れ

ま
す
。
人
が
野
外
作
業
や
農
作

業
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
余
暇
に
、

そ
の
生
息
場
所
に
立
ち
入
る
と
、

ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
ダ
ニ
類
は
人
を
咬
み
吸
血
す

る
こ
と
で
繁
殖
し
ま
す
が
、
こ

の
ダ
ニ
が
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
を

保
有
し
て
い
る
場
合
、
咬
ま
れ

た
人
が
病
気
を
発
症
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
「
ダ
ニ

媒
介
感
染
症
」
と
い
い
ま
す
。

　
最
近
話
題
に
な
る
の
は
、「
重

症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
」

で
、
マ
ダ
ニ
類
が
吸
血
す
る
際

ダ
ニ
か
ら
身
を
守
ろ
う

ダ
ニ
か
ら
身
を
守
ろ
う

ダ
ニ
か
ら
身
を
守
ろ
う

保
健
師
だ
よ
り

総合教育会議の様子

令
和
４
年
度 

総
合
教
育
会
議

浴
び
て
、
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て

い
な
い
か
を
見
ま
し
ょ
う
。

も
し
ダ
ニ
が
吸
着
し
て
い
た

ら
無
理
に
引
き
抜
か
ず
医
療

機
関
（
皮
膚
科
ま
た
は
外
科

な
ど
）
で
処
置
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

④
ダ
ニ
類
に
咬
ま
れ
た
後
、
数

週
間
程
度
は
体
調
の
変
化
に

注
意
し
ま
す
。
も
し
発
熱
・

関
節
痛
・
頭
痛
な
ど
の
症
状

が
出
現
し
た
場
合
は
、
内
科

な
ど
の
医
療
機
関
を
受
診
し
、

「
い
つ
・
ど
こ
を
咬
ま
れ
た

か
・
ど
こ
へ
行
っ
た
か
」
を

医
師
に
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
心
配
な
こ
と
は
最
寄
り
の
保

健
所
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

飯
田
保
健
所
　
健
康
づ
く
り
支

援
課
　
保
健
衛
生
係

電
話（
０
２
６
５
―

53
―

０
４
４
４
）

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
左
記
の

証
明
書
の
有
効
期
限
は
令
和
４

年
７
月
31
日
に
な
り
ま
す
。

◎「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
兼
高
齢
受
給
者
証
」

◎「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」

◎「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
者
方
に
新

し
い
保
険
証
な
ど
が
、
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
交
換
を
お
願
い

し
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
に
は
、

新
し
い
保
険
証
等
を
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」

　
こ
ち
ら
は
、
入
院
時
な
ど
に

食
事
代
な
ど
を
減
額
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
申
請
及
び
更
新
が
必
要

な
場
合
は
役
場
及
び
南
支
所
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　
こ
ち
ら
は
、
70
歳
以
下
の
方

の
入
院
時
の
医
療
費
を
所
得
に

応
じ
た
限
度
額
ま
で
に
留
め
る

こ
と
が
で
き
る
認
定
証
で
、
70

歳
以
下
の
方
で
国
保
税
滞
納
者

以
外
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
及
び
更
新
が
必
要
な
場
合

は
役
場
及
び
南
支
所
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
住
民
課
健
康

支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

８
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

更
新
・
申
請
を
忘
れ
ず
に

　
広
報
天
龍
第
２
０
８
号
（
令

和
４
年
４
月
号
）
で
公
表
後
、

令
和
４
年
６
月
30
日
現
在
で
次

の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
ご
希
望
の
方

の
み
、
氏
名
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

●
阿
部
　 

出 

様
●
吉
田 

友
和 

様

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
林 

那
須
弘 
様
●
市
川 

克
明 

様

●
柴
田 

優
樹 
様
●
長
江 

　
豊 

様

●
大
森 

明
美 
様
●
野
津 

太
一 

様

●
関
浦 

健
二 

様
●
樋
田 

優
音 

様

●
原
　 

秀
明 

様
●
我
妻 
龍
佑 

様

●
伊
藤 

佳
代 

様
●
勝
亦 
良
行 

様

●
深
田 

弓
夏 

様
●
山
田 

治
和 
様

●
山
田 

八
重 

様

　
今
回
は
１
０
０
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
電
話
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も
承
っ

て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

そ　の　他

　負担割合を表で表示させる場合には、下表を参考としてください。

※１　課税所得とは、住民税納税通知書の「課税標準」の額を指します。

※２　年金収入には、遺族年金や障害年金は含みません。被保険者が２人以上の場合は、「年金収入＋

その他合計所得金額の合計が320万円以上」となります。

※３　旧ただし書き所得による基準や基準収入額適用の要件を満たす場合、１割または２割になるケー

スがあります。

年次更新時のお知らせについて

　年次更新による新しい被保険者証を郵送することを掲載する場合は、年次更新時の被保険者証の有効期

限が９月30日までであることと、10月１日から被保険者証が切り替わる（再交付する）ことを統一的、端

的に周知することが重要であると考えられていることから、掲載記事の参考例として下記のとおりお示し

しますので参考としてください。

　また、年次更新の時点で２割負担の内容を強調すると被保険者などからの問合せが増えることが懸念さ

れることから、負担割合の見直しに係る詳細な内容は記載せず、再交付時に改めて周知する方法としてく

ださい。

（掲載内容）

　毎年８月は後期高齢者医療被保険者証の更新時期です。７月末までに新しい被保険者証（緑色）を

郵送します。また、令和４年10月１日から後期高齢者医療の窓口負担割合が見直されるため、10月か

らお使いいただく被保険者証（桃色）を９月末までにあらためて郵送します。医療機関や薬局を受診

する際は、被保険者証の有効期限にご注意ください。現在お使いの被保険者証（黄色）は、有効期限

が過ぎましたら担当課にご返却いただくか、やむを得ずご返却できない場合はご自身で破棄してくだ

さい。

負担割合 判定基準（世帯単位で判定）

１　割 課税所得※1　28 万円未満または住民税非課税世帯

２　割
課税所得※1　28 万円以上 145 万円未満　かつ
年金収入＋その他合計所得金額が 200 万円以上※２

３　割 課税所得※１　145 万円以上※３

郵送時期 被保険者証の色 有効期間

７月下旬 緑色 令和４年８月１日～９月 30 日

９月下旬 桃色 令和４年 10 月１日～令和５年７月 31 日



（７）広 報　天　　龍 2022年７月28日 広 報　天　　龍（８）2022年７月28日

　令和４年10月１日から、後期高齢者医療被保険者のうち、一定以上の所得がある方は、医療費の窓口負
担割合が２割になります。（対象者は被保険者全体の約20％）負担割合は、被保険者の令和３年中の課税
所得や収入額、世帯の課税状況をもとに世帯単位で判定します。10月１日からお使いいただく新しい被保
険者証（桃色）を９月末までに郵送しますのでご確認ください。

２割負担の基準

「課税所得28万円以上」かつ「年金収入＋その他合計所得金額が200万円以上」
※課税所得とは、住民税納税通知書の「課税標準」の額を指します。
※年金収入には遺族年金や障害年金は含みません。
※被保険者が２人以上の場合は、「年金収入＋その他合計所得金額の合計が320万円以上」
※３割負担の基準は変更ありません。

見直しの背景

　2022年以降、団塊の世代が75歳以上となり始めることで、医療費の増高が懸念されています。後期高齢
者医療の医療費のうち、窓口負担を除いた約４割は、現役世代にご負担いただく後期高齢者支援金です。
今回の見直しは、現役世代の負担を抑え、国民皆保険を維持していくためのものです。

配 慮 措 置

　施行日から３年間、２割負担となる方のうち、長期頻回受診患者などへの配慮措置として、１か月の外
来医療の負担増加額が3,000円までに抑えられます。
例）総医療費50,000円の場合
１割負担のとき　窓口負担額　5,000円
２割負担のとき　窓口負担額　10,000円
窓口負担上限額　　　　　　　8,000円（5,000円＋3,000円）
払戻金額　　　　　　　　　　2,000円（高額療養費として支給）
※高額療養費を迅速かつ確実に支給するため、口座登録がない方には登録用の高額療養費支給事前申請
書を後日郵送します。

問　合　せ

〇窓口負担割合の見直しに関するお問合せは
　住民課健康支援係（32-1021）又は長野県後期高齢者医療広域連合（026-229-5320）まで
〇今回の見直しの背景などに関するご質問は、厚生労働省コールセンター（0120-002-719）まで

後期高齢者医療の窓口負担割合が見直されます

▲クラフト体験
　の様子

中井侍区
大平邦芳さん
　　　宅にて▶

　
阿
南
警
察
署
で
は
、
令
和
５

年
４
月
採
用
の
警
察
官
及
び
警

察
行
政
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

受
　
験
　
資
　
格

【
警
察
官
】

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

・
大
学
卒
業
程
度
の
方

【
警
察
行
政
職
員
】

・
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

受
　
付
　
期
　
間

　
７
月
15
日
㈮
〜
８
月
26
日
㈮

そ
　
の
　
他

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
天
龍
村

駐
在
所
、
も
し
く
は
阿
南
警
察

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
　
◆
　
◆

駐
　
在
　
所 

☎
32-

２
０
２
７

阿
南
警
察
署 

☎
25-

０
１
１
０

阿
南
警
察
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

　令和４年７月１日㈮から天龍村国民健康保険診療所の診療体制が下記のとおり変更となりました。
みなさんには大変ご迷惑をおかけしますが、今後も村の医療体制の維持・存続に努めますので、ご
理解ご協力をお願いします。

天龍村国民健康保険診療所の診療体制

①　診療日　　毎週日曜日～火曜日まで
②　診療時間等

③　その他
・日曜日の診療については休日加算をいただきません
・時間外、急患、予約なしでも診療を行います（水～土曜日除く）
　なお、受診される前にお電話をお願いします
・電話は従来どおり診療日以外でも24時間対応します（日～土曜日）
・お薬は従来どおり受診時にお渡しします
・各種予防接種は従来どおり行います
・新型コロナウイルス感染症について、検査、相談などを行います

曜　日 午　前 午　後

日 予約診療・往診 １：00 ～７：00

月 ８：30 ～ 12：30 ３：00 ～７：00

火 予約診療・往診

水～土 休  診

天龍村国民健康保険診療所
電　話　0260－31－0950
ＦＡＸ　0260－31－0951

天龍村役場　住民課
電　話　0260－32－1021（直通）
ＦＡＸ　0260－32－2525

天龍村国民健康保険診療所診療体制が変更となりました

　
６
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
の
２
日
間
、

都
市
部
の
子
ど
も
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
天
龍
村

の
生
活
や
文
化
、
教
育
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
親
子
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
関
東
圏
か
ら
１
家
庭
の
参
加

が
あ
り
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
や
火
お
こ

し
体
験
、中
井
侍
地
区
で
お
茶
摘
み
・

手
も
み
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
お
茶
摘
み
・
手

も
み
体
験
は
天
龍
村
で
し
か
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。」
と
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
度
内
に
あ

と
３
回
実
施
し
、
季
節
ご
と
の
天
龍

村
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

〇
こ
の
事
業
は
令
和
４
年
度
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

天
龍
村
を
知
る

　親
子
キ
ャ
ン
プ
事
業
を

　
　
　
　開
催
し
ま
し
た



（７）広 報　天　　龍 2022年７月28日 広 報　天　　龍（８）2022年７月28日

　令和４年10月１日から、後期高齢者医療被保険者のうち、一定以上の所得がある方は、医療費の窓口負
担割合が２割になります。（対象者は被保険者全体の約20％）負担割合は、被保険者の令和３年中の課税
所得や収入額、世帯の課税状況をもとに世帯単位で判定します。10月１日からお使いいただく新しい被保
険者証（桃色）を９月末までに郵送しますのでご確認ください。

２割負担の基準

「課税所得28万円以上」かつ「年金収入＋その他合計所得金額が200万円以上」
※課税所得とは、住民税納税通知書の「課税標準」の額を指します。
※年金収入には遺族年金や障害年金は含みません。
※被保険者が２人以上の場合は、「年金収入＋その他合計所得金額の合計が320万円以上」
※３割負担の基準は変更ありません。

見直しの背景

　2022年以降、団塊の世代が75歳以上となり始めることで、医療費の増高が懸念されています。後期高齢
者医療の医療費のうち、窓口負担を除いた約４割は、現役世代にご負担いただく後期高齢者支援金です。
今回の見直しは、現役世代の負担を抑え、国民皆保険を維持していくためのものです。

配 慮 措 置

　施行日から３年間、２割負担となる方のうち、長期頻回受診患者などへの配慮措置として、１か月の外
来医療の負担増加額が3,000円までに抑えられます。
例）総医療費50,000円の場合
１割負担のとき　窓口負担額　5,000円
２割負担のとき　窓口負担額　10,000円
窓口負担上限額　　　　　　　8,000円（5,000円＋3,000円）
払戻金額　　　　　　　　　　2,000円（高額療養費として支給）
※高額療養費を迅速かつ確実に支給するため、口座登録がない方には登録用の高額療養費支給事前申請
書を後日郵送します。

問　合　せ

〇窓口負担割合の見直しに関するお問合せは
　住民課健康支援係（32-1021）又は長野県後期高齢者医療広域連合（026-229-5320）まで
〇今回の見直しの背景などに関するご質問は、厚生労働省コールセンター（0120-002-719）まで

後期高齢者医療の窓口負担割合が見直されます

▲クラフト体験
　の様子

中井侍区
大平邦芳さん
　　　宅にて▶

　
阿
南
警
察
署
で
は
、
令
和
５

年
４
月
採
用
の
警
察
官
及
び
警

察
行
政
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

受
　
験
　
資
　
格

【
警
察
官
】

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

・
大
学
卒
業
程
度
の
方

【
警
察
行
政
職
員
】

・
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

受
　
付
　
期
　
間

　
７
月
15
日
㈮
〜
８
月
26
日
㈮

そ
　
の
　
他

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
天
龍
村

駐
在
所
、
も
し
く
は
阿
南
警
察

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
　
◆
　
◆

駐
　
在
　
所 

☎
32-

２
０
２
７

阿
南
警
察
署 

☎
25-

０
１
１
０

阿
南
警
察
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

　令和４年７月１日㈮から天龍村国民健康保険診療所の診療体制が下記のとおり変更となりました。
みなさんには大変ご迷惑をおかけしますが、今後も村の医療体制の維持・存続に努めますので、ご
理解ご協力をお願いします。

天龍村国民健康保険診療所の診療体制

①　診療日　　毎週日曜日～火曜日まで
②　診療時間等

③　その他
・日曜日の診療については休日加算をいただきません
・時間外、急患、予約なしでも診療を行います（水～土曜日除く）
　なお、受診される前にお電話をお願いします
・電話は従来どおり診療日以外でも24時間対応します（日～土曜日）
・お薬は従来どおり受診時にお渡しします
・各種予防接種は従来どおり行います
・新型コロナウイルス感染症について、検査、相談などを行います

曜　日 午　前 午　後

日 予約診療・往診 １：00 ～７：00

月 ８：30 ～ 12：30 ３：00 ～７：00

火 予約診療・往診

水～土 休  診

天龍村国民健康保険診療所
電　話　0260－31－0950
ＦＡＸ　0260－31－0951

天龍村役場　住民課
電　話　0260－32－1021（直通）
ＦＡＸ　0260－32－2525

天龍村国民健康保険診療所診療体制が変更となりました

　
６
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
の
２
日
間
、

都
市
部
の
子
ど
も
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
天
龍
村

の
生
活
や
文
化
、
教
育
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
親
子
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
関
東
圏
か
ら
１
家
庭
の
参
加

が
あ
り
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
や
火
お
こ

し
体
験
、中
井
侍
地
区
で
お
茶
摘
み
・

手
も
み
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
お
茶
摘
み
・
手

も
み
体
験
は
天
龍
村
で
し
か
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。」
と
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
度
内
に
あ

と
３
回
実
施
し
、
季
節
ご
と
の
天
龍

村
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

〇
こ
の
事
業
は
令
和
４
年
度
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

天
龍
村
を
知
る

　親
子
キ
ャ
ン
プ
事
業
を

　
　
　
　開
催
し
ま
し
た



（９）広 報　天　　龍 2022年７月28日 広 報　天　　龍（６）2022年７月28日

　
４
月
20
日
㈬
に
、
令
和
４
年
度

第
１
回
目
と
な
る
天
龍
村
総
合
教

育
会
議
を
、
な
ん
で
も
館
で
開
催

し
、
令
和
３
年
４
月
に
制
定
し
ま

し
た
「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
の
一

部
見
直
し
に
関
す
る
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
見
直
し
を
行
っ
た
内
容
は
、
４

月
１
日
か
ら
、
村
長
部
局
に
あ
る

保
育
所
を
、
教
育
委
員
会
事
務
部

局
へ
移
管
し
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
大

切
に
さ
れ
、
保
護
者
の
方
が
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
切
れ
目
の

な
い
子
育
て
環
境
の
構
築
を
目
指

す
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
内

容
を
教
育
大
綱
内
へ
加
え
ま
し
た
。

　「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
病
原
体
が
人
間
に
感
染
す
る

こ
と
で
、
発
熱
・
嘔
吐
・
腹
痛
・

下
痢
・
下
血
な
ど
の
症
状
を
引

き
起
こ
し
、
重
症
化
し
死
亡
す

る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　
ダ
ニ
媒
介
感
染
症
に
か
か
ら

な
い
た
め
に
は
、
ダ
ニ
類
に
咬

ま
れ
な
い
よ
う
に
身
を
守
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

①
野
山
や
草
む
ら
に
入
る
場
合

は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長

靴
を
着
用
し
、
帽
子
・
手
袋
・

首
巻
き
タ
オ
ル
な
ど
で
肌
の

露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
ま
た
、
身
体
に

付
い
た
ダ
ニ
を
見
つ
け
や
す

い
よ
う
明
る
い
色
の
服
を
お

勧
め
し
ま
す
。

②
着
衣
の
上
か
ら
虫
よ
け
剤
を

用
い
る
こ
と
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。

③
帰
宅
後
、
上
着
な
ど
の
表
面

に
ダ
ニ
が
い
な
い
か
を
確
認

し
、
で
き
れ
ば
シ
ャ
ワ
ー
を

　
ダ
ニ
類
は
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
、
民
家
の
裏
山
や
庭
、
畑

や
草
む
ら
な
ど
に
生
息
し
て
い

ま
す
。
天
龍
村
の
よ
う
に
、
野

生
動
物
が
出
没
す
る
環
境
に
は

特
に
マ
ダ
ニ
が
多
い
と
い
わ
れ

ま
す
。
人
が
野
外
作
業
や
農
作

業
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
余
暇
に
、

そ
の
生
息
場
所
に
立
ち
入
る
と
、

ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
ダ
ニ
類
は
人
を
咬
み
吸
血
す

る
こ
と
で
繁
殖
し
ま
す
が
、
こ

の
ダ
ニ
が
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
を

保
有
し
て
い
る
場
合
、
咬
ま
れ

た
人
が
病
気
を
発
症
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
「
ダ
ニ

媒
介
感
染
症
」
と
い
い
ま
す
。

　
最
近
話
題
に
な
る
の
は
、「
重

症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
」

で
、
マ
ダ
ニ
類
が
吸
血
す
る
際

ダ
ニ
か
ら
身
を
守
ろ
う

ダ
ニ
か
ら
身
を
守
ろ
う

ダ
ニ
か
ら
身
を
守
ろ
う

保
健
師
だ
よ
り

総合教育会議の様子

令
和
４
年
度 

総
合
教
育
会
議

浴
び
て
、
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て

い
な
い
か
を
見
ま
し
ょ
う
。

も
し
ダ
ニ
が
吸
着
し
て
い
た

ら
無
理
に
引
き
抜
か
ず
医
療

機
関
（
皮
膚
科
ま
た
は
外
科

な
ど
）
で
処
置
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

④
ダ
ニ
類
に
咬
ま
れ
た
後
、
数

週
間
程
度
は
体
調
の
変
化
に

注
意
し
ま
す
。
も
し
発
熱
・

関
節
痛
・
頭
痛
な
ど
の
症
状

が
出
現
し
た
場
合
は
、
内
科

な
ど
の
医
療
機
関
を
受
診
し
、

「
い
つ
・
ど
こ
を
咬
ま
れ
た

か
・
ど
こ
へ
行
っ
た
か
」
を

医
師
に
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
心
配
な
こ
と
は
最
寄
り
の
保

健
所
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

飯
田
保
健
所
　
健
康
づ
く
り
支

援
課
　
保
健
衛
生
係

電
話（
０
２
６
５
―

53
―

０
４
４
４
）

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
左
記
の

証
明
書
の
有
効
期
限
は
令
和
４

年
７
月
31
日
に
な
り
ま
す
。

◎「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
兼
高
齢
受
給
者
証
」

◎「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」

◎「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
者
方
に
新

し
い
保
険
証
な
ど
が
、
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
交
換
を
お
願
い

し
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
に
は
、

新
し
い
保
険
証
等
を
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」

　
こ
ち
ら
は
、
入
院
時
な
ど
に

食
事
代
な
ど
を
減
額
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
申
請
及
び
更
新
が
必
要

な
場
合
は
役
場
及
び
南
支
所
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　
こ
ち
ら
は
、
70
歳
以
下
の
方

の
入
院
時
の
医
療
費
を
所
得
に

応
じ
た
限
度
額
ま
で
に
留
め
る

こ
と
が
で
き
る
認
定
証
で
、
70

歳
以
下
の
方
で
国
保
税
滞
納
者

以
外
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
及
び
更
新
が
必
要
な
場
合

は
役
場
及
び
南
支
所
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
住
民
課
健
康

支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

８
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

更
新
・
申
請
を
忘
れ
ず
に

　
広
報
天
龍
第
２
０
８
号
（
令

和
４
年
４
月
号
）
で
公
表
後
、

令
和
４
年
６
月
30
日
現
在
で
次

の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
ご
希
望
の
方

の
み
、
氏
名
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

●
阿
部
　 

出 

様
●
吉
田 

友
和 

様

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
林 

那
須
弘 

様
●
市
川 

克
明 

様

●
柴
田 

優
樹 

様
●
長
江 

　
豊 

様

●
大
森 

明
美 

様
●
野
津 

太
一 

様

●
関
浦 

健
二 

様
●
樋
田 

優
音 

様

●
原
　 

秀
明 

様
●
我
妻 

龍
佑 

様

●
伊
藤 

佳
代 

様
●
勝
亦 

良
行 

様

●
深
田 

弓
夏 

様
●
山
田 

治
和 

様

●
山
田 

八
重 

様

　
今
回
は
１
０
０
名
の
方
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
電
話
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も
承
っ

て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

そ　の　他

　負担割合を表で表示させる場合には、下表を参考としてください。

※１　課税所得とは、住民税納税通知書の「課税標準」の額を指します。

※２　年金収入には、遺族年金や障害年金は含みません。被保険者が２人以上の場合は、「年金収入＋

その他合計所得金額の合計が320万円以上」となります。

※３　旧ただし書き所得による基準や基準収入額適用の要件を満たす場合、１割または２割になるケー

スがあります。

年次更新時のお知らせについて

　年次更新による新しい被保険者証を郵送することを掲載する場合は、年次更新時の被保険者証の有効期

限が９月30日までであることと、10月１日から被保険者証が切り替わる（再交付する）ことを統一的、端

的に周知することが重要であると考えられていることから、掲載記事の参考例として下記のとおりお示し

しますので参考としてください。

　また、年次更新の時点で２割負担の内容を強調すると被保険者などからの問合せが増えることが懸念さ

れることから、負担割合の見直しに係る詳細な内容は記載せず、再交付時に改めて周知する方法としてく

ださい。

（掲載内容）

　毎年８月は後期高齢者医療被保険者証の更新時期です。７月末までに新しい被保険者証（緑色）を

郵送します。また、令和４年10月１日から後期高齢者医療の窓口負担割合が見直されるため、10月か

らお使いいただく被保険者証（桃色）を９月末までにあらためて郵送します。医療機関や薬局を受診

する際は、被保険者証の有効期限にご注意ください。現在お使いの被保険者証（黄色）は、有効期限

が過ぎましたら担当課にご返却いただくか、やむを得ずご返却できない場合はご自身で破棄してくだ

さい。

負担割合 判定基準（世帯単位で判定）

１　割 課税所得※1　28 万円未満または住民税非課税世帯

２　割
課税所得※1　28 万円以上 145 万円未満　かつ
年金収入＋その他合計所得金額が 200 万円以上※２

３　割 課税所得※１　145 万円以上※３

郵送時期 被保険者証の色 有効期間

７月下旬 緑色 令和４年８月１日～９月 30 日

９月下旬 桃色 令和４年 10 月１日～令和５年７月 31 日



（５）広 報　天　　龍 2022年７月28日 広 報　天　　龍（10）2022年７月28日

令和3年度 「ふるさと寄附金」運用状況

利息分※

①福祉に関
する事業

②子育て支
援、学校
教育に関
する事業

③自然環境、
農林業の
振興に関
する事業

④観光に関
する事業

⑤文化･生涯
学 習 ･ ス
ポーツに関
する事業

⑥その他に
関する事
業

使途コース別の寄付金額

寄附金
総　額

基
　
　
　
金

前年度末基金総額

再　　掲 活 用 さ せ て い た だ い た 寄 附 金

令和３年度
寄　附　金

17,360,500 1,904,000 2,790,000 4,966,000 759,000 630,000 6,311,500

53,035,000 13,249 5,953,001 12,263,000 11,837,000 3,444,500 2,038,500 17,485,750

17,360,500 1,904,000 2,790,000 4,966,000 759,000 630,000 6,311,500

1,500 1,500

4,294,000 720,000 1,074,000 0 1,000,000 0 1,500,000

66,103,000 14,749 7,137,001 13,979,000 16,803,000 3,203,500 2,668,500 22,297,250

4,294,000

寄附金積立金

運用利息積立金

取り崩し金 額

差し引き残額

※一般財源による加算分も含みます。

令和４年５月31日現在

　令和３年度の寄附金総額は1,736万500円、寄附者総数1,135名でした。使途運用状況は下記のとおりです。
　寄附者の方々のご厚意にお応えできるよう基金に積み立て保管しています。基金から得た利息につきま
しても積み立てをし、年度末基金総額は6,610万３,000円となっています。
　本年度は、小学校・中学校への入学祝金事業、小中学校給食費の補助事業、インフルエンザ予防接種
補助事業、ICTタブレット使用料の財源、和知野川キャンプ場整備事業の財源、奨学金基金（龍蛇山澤基金）
に、みなさんからいただいたふるさと寄附金429万４,000円を、その財源として活用させていただきました。

（単位：円）

　
２
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
が
見

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
「
東
京
天
龍
会

の
つ
ど
い
」
が
、
６
月
５
日
㈰
に
東

京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
天
龍
会
の
会
員
数
は
60
名
あ

ま
り
で
、
当
日
は
16
名
の
み
な
さ
ん

が
参
加
さ
れ
、
村
か
ら
出
席
し
た
永

嶺
村
長
を
は
じ
め
、
村
澤
教
育
長
、

熊
谷
議
長
、
兼
宗
議
員
、
福
士
商
工

会
長
、
金
田
民
生
児
童
委
員
会
長
、

大
平
総
務
課
長
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
村
長
か
ら
は
、
人
口
減
少
な
ど
に

よ
る
村
の
喫
緊
の
課
題
や
取
組
な
ど

の
近
況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
東
京
天
龍
会
は
、
昭
和
50
年
に
発

足
し
、
以
来
半
世
紀
近
い
歴
史
を
数

え
る
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
般
の

ご
事
情
で
今
回
を
も
っ
て
解
散
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
先
人
の
み
な
さ
ん
が
築
き
上
げ
て

こ
ら
れ
た
会
員
相
互
の
つ
な
が
り
や

連
帯
を
確
か
め
合
う
機
会
が
失
わ
れ

て
し
ま
う
こ
と
は
寂
し
い
限
り
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
東
京
天
龍

会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
会
員
の
み
な

さ
ん
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
ご
厚

意
に
対
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
が
育
っ
た
ふ
る
さ
と
天

龍
村
は
、
自
治
体
と
し
て
の
規
模
は

小
さ
い
で
す
が
、
長
野
県
に
お
い
て

一
隅
を
照
ら
す
存
在
と
し
て
い
つ
ま

で
も
輝
き
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
京
天
龍
会
は
解
散
い
た
し
ま
し

て
も
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の
今
後
引

き
続
き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
東
京
天
龍
会
の
み
な
さ
ん

か
ら
当
村
に
対
し
て
ご
寄
附
を
賜
り

ま
し
た
の
で
、
村
振
興
の
た
め
、
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
ま
す
。

　
改
め
て
東
京
天
龍
会
の
み
な
さ
ん

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
46
回 

東
京
天
龍
会
の
つ
ど
い

第
46
回 

東
京
天
龍
会
の
つ
ど
い

※村補助金について ～村民のみなさんへのお願い～
　令和３年度、村では龍泉閣に対して1,600万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和３年度は当期純利益が△375万円となっており、実際には（村からの1,600万円
の補助金を除くと）損失が1,975万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。こうした状況のなか、龍泉閣の経営を維持していくため
には、1,000万円以上の補助が必要であり、加えて累積損失（令和３年度末現在で2,175万円）の早期解消のためには、更なる補助や経営改善が
必要と考えます。
　村にとって、多額の補助金を出すことは大変なことですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみならず、就労や農産加工品販
売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設であり、村としてはやむを得ない支出と考えています。
　村民のみなさんにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、今後も龍泉閣を積極的
にご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

　令和３年度は、新型コロナウイルスの影響などもありましたが、売上を伸ばし昨年度
と比べ610万円増の4,518万円の売上収入となりました。売上原価や費用などを差し引いて、
村からの補助金などを加えた最終的な当期純利益は△375万円となっております。経費に
ついても引き続き無駄を省き、更なる削減に努めてまいりますので、今後とも積極的に
龍泉閣をご利用いただけるようお願いします。

㈲龍泉閣 令和３年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

○入浴利用者 （単位：人）

○施設利用者 （単位：人）

（単位：人）○役職員数の状況

○施設利用状況 （単位：人）
区　分

宿 泊 者
宴 会 利 用 者
レストラン利用者
ラウンジ利用者（組）

計

令和２年度
2,155
185
6,149
731
9,220

令和３年度
2,327
241
8,824
732

12,124

増　減
172
56

2,675
1

2,904

区　分
一 般 利 用 者
村 民 保 養 券

計

令和２年度
6,456
2,818
9,274

令和３年度
7,301
3,453
10,754

増　減
845
635
1,480

区　分
取 締 役
社 員

計

令和２年度
6
13
19

令和３年度
7
17
24

増　減
1
4
5

合　　　計
令和２年度

18,494
令和３年度

22,878
増　減

4,384

区　　分

〈収　入〉
宿泊温泉売上
飲食宴会売上
売 店 売 上
そ の 他

計
売 上 原 価
売 上 総 利 益
〈費　用〉

人 件 費
そ の 他 経 費

計
営 業 利 益
営 業 外 収 入
※村 補 助 金

計
営 業 外 費 用
経 常 利 益
法人税、事業税
当 期 純 利 益
累 計 利 益

令和２年度
決　算

1,894
1,161
655
198
3,908
1,380
2,528

3,211
1,945
5,156

△ 2,628
1,110
1,300
2,410
0

△ 218
18

△ 236
△ 1,800

令和３年度
決　算

2,032
1,604
685
198
4,518
1,568
2,950

3,437
1,943
5,380

△ 2,430
474
1,600
2,074
0

△ 356
18

△ 375
△ 2,175

差引増減

138
443
30
0

610
188
422

226
△ 2
224
198

△ 636
300

△ 336
0

△ 138
0

△ 139
△ 375

５
月
26
日
㈭
、
天
龍
み
ど
り
の
少

年
団
の
子
供
た
ち
が
田
植
え
を
し
ま

し
た
。
　

当
日
は
農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
指
導
の
も

と
、
無
事
に
田
植
え
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
の
み
な
さ
ん
に
水
田

管
理
な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

美
味
し
い
お
米
を
育
て
ま
す
。

今
回
植
え
た
「
風
さ
や
か
」
と
「
も

り
も
り
も
ち
」
は
、
12
月
の
お
や
す
・

し
め
な
わ
・
も
ち
つ
き
大
会
で
美
味

し
く
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
が
田
植
え
を
し
ま
し
た
!!

▶
み
ど
り
の
少
年
団

　田
植
え
の
様
子

☆会場：龍泉閣前（村営駐車場）
☆ 夜店、じゃんけん大会（村長に勝つと景品プレゼント）
　ジャズ演奏、盆踊り、花火大会など

8月15日㈪ 午後5時30分～ 
ふるさと夏まつり

※みなさんが楽しめる安心・安全な環境を確保す
るため新型コロナウイルス感染症対策として、
基本的には村内向けイベントとして村外への周
知を行わないこととします。また、会場入り口
で検温・手指消毒の実施と６歳以上の方はワク
チン接種証明書もしくは抗原検査キットによる
検査結果の提示（写真でも可）をお願いします。
※接種証明・抗原検査結果が確認できない場合は、
会場入り口で抗原検査を行っていただきます。
なお、抗原検査キットは役場総務課及び南支
所で無償配布していますので、夏まつりにご来
場の際は、事前に検査をしていただきますよう
ご協力をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症拡大の状況によって
は、イベントの中止をさせていただく場合があ
ります。



　６月１日㈬に、全議員が参加した村議会による村内視察が
行われ、村職員から令和３年度に整備された箇所や今年度に
計画されている事業を中心とした説明を受けました。

（11）広 報　天　　龍 2022年７月28日 広 報　天　　龍（４）2022年７月28日

　
４
月
23
日
㈯
に
第
21
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
21
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
次
回
は
11
月
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
セ
ン参加者全員で記念撮影

第
21
回
パ
タ
ー

　ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
は
11
月
末
ま
で
、
定
休
日
を

除
き
休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ー
代
…
大
人
５
０
０
円

小
人
２
０
０
円
（
中
学
生
以

下
）

●
営
業
期
間
：
４
月
１
日
㈮
か

ら
11
月
30
日
㈬

●
定
休
日
：
毎
週
火
曜
日
　

●
予
約
・
お
問
合
せ
先
…
地
域

振
興
課
商
工
観
光
係
（
電
話

32
―
１
０
２
３
）

議
会
の
村
内
視
察

明ケ島 治山明ケ島 治山満島屋下満島屋下

大河内地区 膜ろ過設備大河内地区 膜ろ過設備 長野大井戸線長野大井戸線

区　分

あ け び

栗

か り ん

茶

小 梅

中 梅

ゆ ず

ビバパプリコット

て い ざ な す

雑 穀

育 苗

水 稲

そ の 他 野 菜

計

令和２年度

36

0

0

56

1

1

128

5

24

0

0

147

132

530

令和３年度

36

0

0

56

1

1

128

5

24

0

0

147

132

530

増　減

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

区　　分

〈収　入〉

一般受託収入

生産品販売収入

農作業受託収入

商 品 売 上

計

〈費　用〉

人 件 費

（率）

経 費

（率）

計

営 業 利 益

営 業 外 収 入

村 補 助 金

計

支払利息、雑損失等

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

法 人 税 等

当 期 利 益

累 計 利 益

令和２年度

決　算

129

315

108

1

553

1,105

68.9 

858

31.1 

1,963

△ 1,410

46

1,402

1,448

0

38

0

0

12

26

168

令和３年度

決　算

60

432

47

15

554

1,397

62.3 

846

37.7 

2,243

△ 1,689

39

1,655

1,694

0

5

0

0

9

△ 4

164

差引増減

△ 69

117

△ 61

14

1

292

△ 12

280

△ 279

△ 7

253

246

0

△ 33

0

0

△ 3

△ 30

△ 4

○収支報告 （単位：万円）

（単位：人）○役職員数の状況
区　分

取 締 役

社 員

（臨時労務員 参考）

計

令和２年度

1

2

(31)

3

令和３年度

2

5

(31)

7

増　減

1

3

0

4
※社員数は社長を除く。また臨時労務員は参考。

○事業報告
１.利用契約農地（耕地面積） （単位：ａ）

区　分

田

畑

計

令和２年度

188

479

667

令和３年度

239

402

641

増　減

51

△ 77

△ 26

（単位：ａ）２.遊休利用農業経営面積

令和３年度は、一般受託及び農作業受託が共に減少しましたが生産
品販売では、ていざなす・柚子・米の販売量増加により、135％程増
額しました。しかし、村の運営補助金が無くしては、依然と運営が苦
しい状況であります。
　令和４年度は、受託収入の増加を目指すと共に、生産品販売の更
なる増加のため、計画的な耕作管理をし、天龍農林業公社の原点の、
遊休荒廃農地の防止をし、村民のみなさんから信頼される、必要とさ
れる天龍農林業公社を目指し取り組んでまいります。

　
浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
保
守
点

検
や
清
掃
の
他
、
法
定
検
査
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関

が
毎
年
１
回
第
三
者
の
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
検
査
結
果

を
県
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検

査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

　
放
置
し
て
お
く
と
県
か
ら
指

導
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
守
点
検
業
者
や
清

掃
業
者
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
社
団
法
人
　
長
野
県
浄

化
槽
協
会
南
信
支
所

☎
０
２
６
５（
72
）５
７
４
０

　
浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平
岡
地
区

外
）
内
の
浄
化
槽
管
理
者
の
方

に
対
し
、
村
で
は
法
定
検
査
受

検
実
施
に
お
け
る
補
助
を
行
い

ま
す
。

　
補
助
金
額
は
浄
化
槽
１
基

あ
た
り
、
５
，
０
０
０
円
で

す
。
役
場
及
び
南
支
所
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
、
申
請
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
受

検
の
際
の
領
収
書
を
添
付
し
、

建
設
課
環
境
水
道
係
（
32
）

1
0
2
2
ま
で
申
請
く
だ
さ
い
。

▼
浄
化
槽
法
定
検
査
料

　
５
，
０
０
０
円
〜

※
浄
化
槽
人
槽
に
よ
り
金
額
は

異
な
り
ま
す

▼
浄
化
槽
法
定
検
査
料
補
助
金

額
　
５
，
０
０
０
円

浄
化
槽
の

法
定
検
査
を

受
検
し
ま
し
ょ
う

浄
化
槽

法
定
点
検
の
一
部

を
助
成
し
ま
す

㈲天龍農林業公社  令和3年度の経営状況を公表します

緑の募金
どんぐりくん

みなさんのご協力により天龍村全体で88,141円
が集まりました。
この募金は地域の緑化やみどりの少年団活動へ
の補助、森林づくりに還元されます。
（募金は６月10日付けで、飯伊地区緑の募金委員
会に送金しました。）

緑の募金にご協力
ありがとうございました



ス
す
る
工
事
で
、
ト
ン
ネ
ル

工
事
は
令
和
５
年
３
月
末
を

目
途
に
完
了
す
る
よ
う
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

工
事
車
両
の
通
行
や
発
破
作

業
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
の
天
然
記
念
物
で
、
村
鳥

で
も
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
４

月
28
日
㈭
に
天
龍
村
役
場
の
屋

上
で
飛
来
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
役
場
屋
上
巣
箱
で
は
、
５
月

５
日
㈭
に
巣
箱
に
入
り
、
５
月

23
日
㈪
か
ら
５
月
29
日
㈰
に
か

け
て
４
個
の
卵
を
産
み
、
５
月

30
日
㈪
か
ら
抱
卵
を
始
め
６
月

15
日
㈬
に
１
羽
目
が
孵
化
し
て

以
降
６
月
18
日
㈯
ま
で
に
雛
が

４
羽
孵
化
し
、
７
月
10
日
㈰
に

２
羽
が
巣
立
っ
て
以
降
７
月
12
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図
書
館
に
新
た
に
本
が
入
り

ま
し
た
。

◇
幼
児
・
児
童
向
け

・
な
が
み
ち
く
ん
が

　
わ
か
ら
な
い

・
お
な
か
の
す
く
さ
ん
ぽ

・
マ
ロ
ン
グ
ラ
ッ
セ

・
お
金
の
ひ
み
つ

◇
健

　康

・
１
日
１
分
で
腹
が
凹
む

・
１
日
１
分
で
ひ
ざ
ト
レ

・
認
知
症
世
界
の
歩
き
方

◇
一
般
向
け

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
知
る
た
め
の

65
章

・
三
千
円
の
使
い
方

・
同
志
少
女
よ
、
敵
を
撃
て

・
川
っ
ぺ
り
ム
コ
リ
ッ
タ

・
女
の
い
な
い
男
た
ち

・
に
ぎ
や
か
な
落
日

◇
地
域
資
料

伊
那
谷
南
部
の
民
族
神
と
地
名

・
Ⅰ
御
社
宮
司
神

・
Ⅱ
そ
の
他
の
神
々

・
飯
田
線
百
景

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー

　
図
書
館
で
は
様
々
な
展
示
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
み
な
さ
ん
が
読
ん
で
み

た
い
本
、
観
て
み
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

◎
天
龍
村
図
書
館

　
　
☎
32
‐
３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
10
時
か
ら
18
時

◇
休
日

　
毎
週
月
曜
日
、祝
日
、月
末
日

　
５
月
26
日
㈭
に
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
龍
小
学
校
児
童
を
は
じ
め

下
伊
那
南
部
建
設
事
務
所
、
中
部
電
力
、

婦
人
会
、
一
般
の
方
な
ど
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
羽
衣
崎
〜
平
岡
ダ
ム
、
月
見
大
橋

〜
キ
ャ
ン
プ
場
、
龍
泉
閣
〜
十
方
峡
ト
ン

ネ
ル
付
近
の
３
区
間
で
、
道
路
周
辺
の
美

化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
拾
っ
た
ご
み
は
約
45
㎏
で
、
空
き
缶
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
中
に
は
自
動
車
の
タ
イ

ヤ
や
机
の
天
板
な
ど
も
回
収
す
る
こ
と
が

で
き
、
沿
道
が
と
て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し

た
。

　
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
は
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
今
年
で
23
年
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
ゴ
ミ
の
な
い
天
龍
村
が
い
つ
ま
で
も

保
た
れ
る
よ
う
に
改
め
て
一
人
一
人
が
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

天
龍
村
を
き
れ
い
に
！

　
　天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦

　
こ
の
度
、
令
和
４
年
度
土
砂

災
害
防
止
功
労
者
国
土
交
通
大

臣
表
彰
を
戸
口
区
の
恩
澤
龍
雄

氏
が
受
賞
さ
れ
、
６
月
20
日
㈪

天
龍
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
飯
田
建
設
事
務
所
長

よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
恩
澤
龍
雄
氏
は
、
令
和
２
年

７
月
の
豪
雨
の
際
に
発
生
し
た

足
瀬
地
区
の
土
砂
災
害
に
お
い

て
、
自
宅
か
ら
対
岸
の
崩
落
に

気
づ
き
、
す
ぐ
に
役
場
に
情
報

提
供
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

役
場
と
の
連
絡
体
制
を
整
え
る

な
ど
、
村
を
は
じ
め
、
県
、
国

の
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
り
、

二
次
災
害
の
防
止
に
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

土
砂
災
害
防
土
功
労
者

国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞

○
退
職

　
５
月
31
日
付
け
で
次
の
職
員

が
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

◇
藤
澤
壮
士
（
総
務
課
）

〔
人
事
異
動
〕 

※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

役
　
　場

役
　
　場

その他、補助制度の詳細に関する説明、
ご相談などは建設課建設係 ☎（32）1022まで
お問い合わせください。

○天龍村内の空き家の
　所有者（配偶者・親族）である方。
○所定の金融機関から受ける融資。
　※貸金業による融資は対象外
○補給期間は資金の償還期間です。

村内の空き家に関する

 　　　　を補給します

補助要件

　
６
月
７
日
㈫
、
足

瀬
地
区
で
進
め
ら
れ

て
い
る
災
害
復
旧
の

仮
称
足
瀬
ト
ン
ネ
ル

安
全
祈
願
祭
が
、
新

野
方
面
側
坑
口
前
で

施
工
業
者
の
佐
藤
・

木
下
Ｊ
Ｖ
の
主
催
に

よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
に
は
県
や

村
、
近
隣
地
区
の
方

な
ど
が
参
列
し
、
宮

司
に
よ
る
神
事
や
、

発
注
者
の
飯
田
建
設

事
務
所
太
田
茂
登
所

長
と
、
施
工
業
者
を

代
表
し
佐
藤
工
業
㈱

北
陸
支
店
鍋
谷
雅
司

土
木
事
業
部
長
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
永

嶺
村
長
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
工
事
の

安
全
を
祈
念
し
ま
し

た
。

　
こ
の
工
事
は
、
令

和
２
年
７
月
12
日

に
発
生
し
た
国
道

4
1
8
号
足
瀬
地
区

の
大
規
模
な
斜
面
崩

落
を
、
ト
ン
ネ
ル
と

橋
梁
に
よ
り
バ
イ
パ

仮称足瀬トンネル新野方面側坑口仮称足瀬トンネル新野方面側坑口

祝辞を述べる永嶺村長祝辞を述べる永嶺村長

玉串を奉納する永嶺村長玉串を奉納する永嶺村長

仮称足瀬トンネル横断図仮称足瀬トンネル横断図

足
瀬
ト
ン
ネ
ル

の
安
全
祈
願
祭

挙
行
さ
れ
る

表彰を受賞された恩澤龍雄氏

▶
仮
称
足
瀬
ト
ン
ネ
ル
平
面
図

みんなでゴミをたくさん拾ったよ 日
㈫
ま
で
に
全
て
の
雛
が
無
事

に
巣
立
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
も
天
龍
み
ど
り
の
少
年

団
を
中
心
に
天
龍
村
で
は
絶
滅

危
惧
種
で
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

の
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
み
な
さ
ん
で
見
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

　
　
　　飛
来
確
認
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衣
崎
〜
平
岡
ダ
ム
、
月
見
大
橋

〜
キ
ャ
ン
プ
場
、
龍
泉
閣
〜
十
方
峡
ト
ン

ネ
ル
付
近
の
３
区
間
で
、
道
路
周
辺
の
美

化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
拾
っ
た
ご
み
は
約
45
㎏
で
、
空
き
缶
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
中
に
は
自
動
車
の
タ
イ

ヤ
や
机
の
天
板
な
ど
も
回
収
す
る
こ
と
が

で
き
、
沿
道
が
と
て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し

た
。

　
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
は
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
今
年
で
23
年
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
ゴ
ミ
の
な
い
天
龍
村
が
い
つ
ま
で
も

保
た
れ
る
よ
う
に
改
め
て
一
人
一
人
が
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

天
龍
村
を
き
れ
い
に
！

　
　天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦

　
こ
の
度
、
令
和
４
年
度
土
砂

災
害
防
止
功
労
者
国
土
交
通
大

臣
表
彰
を
戸
口
区
の
恩
澤
龍
雄

氏
が
受
賞
さ
れ
、
６
月
20
日
㈪

天
龍
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
飯
田
建
設
事
務
所
長

よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
恩
澤
龍
雄
氏
は
、
令
和
２
年

７
月
の
豪
雨
の
際
に
発
生
し
た

足
瀬
地
区
の
土
砂
災
害
に
お
い

て
、
自
宅
か
ら
対
岸
の
崩
落
に

気
づ
き
、
す
ぐ
に
役
場
に
情
報

提
供
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

役
場
と
の
連
絡
体
制
を
整
え
る

な
ど
、
村
を
は
じ
め
、
県
、
国

の
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
り
、

二
次
災
害
の
防
止
に
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

土
砂
災
害
防
土
功
労
者

国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞

○
退
職

　
５
月
31
日
付
け
で
次
の
職
員

が
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

◇
藤
澤
壮
士
（
総
務
課
）

〔
人
事
異
動
〕 

※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

役
　
　場

役
　
　場

その他、補助制度の詳細に関する説明、
ご相談などは建設課建設係 ☎（32）1022まで
お問い合わせください。

○天龍村内の空き家の
　所有者（配偶者・親族）である方。
○所定の金融機関から受ける融資。
　※貸金業による融資は対象外
○補給期間は資金の償還期間です。

村内の空き家に関する

 　　　　を補給します

補助要件

　
６
月
７
日
㈫
、
足

瀬
地
区
で
進
め
ら
れ

て
い
る
災
害
復
旧
の

仮
称
足
瀬
ト
ン
ネ
ル

安
全
祈
願
祭
が
、
新

野
方
面
側
坑
口
前
で

施
工
業
者
の
佐
藤
・

木
下
Ｊ
Ｖ
の
主
催
に

よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
に
は
県
や

村
、
近
隣
地
区
の
方

な
ど
が
参
列
し
、
宮

司
に
よ
る
神
事
や
、

発
注
者
の
飯
田
建
設

事
務
所
太
田
茂
登
所

長
と
、
施
工
業
者
を

代
表
し
佐
藤
工
業
㈱

北
陸
支
店
鍋
谷
雅
司

土
木
事
業
部
長
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
永

嶺
村
長
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
工
事
の

安
全
を
祈
念
し
ま
し

た
。

　
こ
の
工
事
は
、
令

和
２
年
７
月
12
日

に
発
生
し
た
国
道

4
1
8
号
足
瀬
地
区

の
大
規
模
な
斜
面
崩

落
を
、
ト
ン
ネ
ル
と

橋
梁
に
よ
り
バ
イ
パ

仮称足瀬トンネル新野方面側坑口仮称足瀬トンネル新野方面側坑口

祝辞を述べる永嶺村長祝辞を述べる永嶺村長

玉串を奉納する永嶺村長玉串を奉納する永嶺村長

仮称足瀬トンネル横断図仮称足瀬トンネル横断図

足
瀬
ト
ン
ネ
ル

の
安
全
祈
願
祭

挙
行
さ
れ
る

表彰を受賞された恩澤龍雄氏

▶
仮
称
足
瀬
ト
ン
ネ
ル
平
面
図

みんなでゴミをたくさん拾ったよ 日
㈫
ま
で
に
全
て
の
雛
が
無
事

に
巣
立
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
も
天
龍
み
ど
り
の
少
年

団
を
中
心
に
天
龍
村
で
は
絶
滅

危
惧
種
で
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

の
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
み
な
さ
ん
で
見
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

　
　
　　飛
来
確
認
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私たちの村
－７月１日現在－
人口 1,151 人

男 547 人 女 604 人
世帯数 653 世帯

2022年7月28日

　４月25日、旧満島ホテル跡地に平岡駅前活性化複合施設が竣工しま
した。
　１階にはミニスーパー「満島屋」が４月27日にオープンし、２階の
村営住宅「コーポあさぎり」とあわせた複合施設となります。
　オープンセールが行われた、「満島屋」には大勢のお客様にご来店
いただきました。その後、開店から３カ月が経過しましたが、来店客
数は順調に推移しており、引き続きみなさんのご利用をお待ちしてい
ます。
　７月からは平岡商店街までのデマンドバス「やまびこデリ号」の運行がはじまり、村内各地からの送迎
も行われています。予約が必要ですが、どなたでも乗車することができます。詳しくは地域振興課（☎32
－1023）までお問い合わせください。
　村営住宅「コーポあさぎり」については建設課（☎32－1022）までお問い合わせください。

　６月８日㈬、総合体育施設建設工事の地鎮祭及び安全祈願祭が請負業者の神稲建設株式会社の主催によ
り挙行されました。
　式典には村長はじめ、村議会議長、近隣地区の区長さんなどが参列し、宮司による神事や発注者である
永嶺村長のあいさつなどが行われ、工事の安全を祈願しました。
　当施設は、昼間は小（中）学校の体育館として、また夜間及び土日祝日は村民のみなさんが利用できる
社会体育施設の他、有事の際には防災拠点施設となりえる機能（太陽光発電施設、非常用電源、非常用給
水タンク、フリーWi-Fi、災害用照明（グラウンド用）、備蓄用倉庫）を完備します。
　現在、本格的に工事が始まっており、住民のみなさんには工事車両の通行や工事の騒音など、ご迷惑を
おかけしますがご協力をお願いします。

永嶺村長による発注者あいさつ

アリーナイメージ鍬入れの神事

構　造：鉄筋コンクリート２階建て
面　積：１階：1,153.49㎡　２階：194.32㎡　合計：1,347.81㎡
◉１階部分（アリーナ）
　バスケットボールコート２面、バレーボールコート２面、バドミントンコート３面、テニスコート１面、フットサルコート１面
◉１階部分（アリーナ以外）
　玄関、ロビー、トイレ、更衣室、器具庫、ステージ、備蓄倉庫他
◉２階部分
　会議・学習室１室、多目的ホール、倉庫
　施工業者：神稲建設株式会社、設計監理：㈱鈴木建築設計事務所
　契約金額：636,900,000円、工期：令和４年５月９日～令和５年２月28日

総合体育施設の概要

天龍村総合体育施設建設工事始まる
外
観
イ
メ
ー
ジ

満島屋オープン満島屋オープン

やまびこデリ出発やまびこデリ出発

満島屋のにぎわい満島屋のにぎわい

コーポあさぎり 外観コーポあさぎり 外観

コーポあさぎり（住宅）内装コーポあさぎり（住宅）内装

みなさんの
ご乗車お待ち
してます!

ぜひ、
お越し

ください!


